
「翠星ＨＡＣＣＰスクールツアー」原稿 

令和３年度 石川県立翠星高等学校 食品科学研究会 

 

１ ＨＡＣＣＰってなぁに？編 【ＨＡＣＣＰへの導入】 原稿 

 Ａ 食品衛生法改正により、2021年６月から全ての食品等事業者に「HACCP に沿った衛生管理」の義務化

が決定。 

Ｂ HACCPを導入しなければ加工食品・生鮮食品の販売及び飲食店での食品提供が出来なくなります。 

Ｃ へー、そうなんだ。ところで、ＨＡＣＣＰってなぁに？ 

Ａ HACCPっていうのはね、国際的な衛生管理手法で、仕入れから販売までの間で健康被害が起こる要因

を分析し、問題を起こさないための管理基準を定め、継続的に（下線Ｃかぶる） 

Ｃ えー！！ 難しくて全然わかんない！！ 

Ｂ つまりね、食べ物を食べた時、ゴミやバイキンが入ってて、お腹が痛くなったら困るでしょ？ 

Ｃ うん、困る。 

Ｂ なぜゴミやバイキンが入ったのかわかる？ 

Ｃ わかんない！ 

Ｂ どうすれば入らないようにできると思う？ 

Ｃ うーーーーん、わかんない！ 

Ａ まず、ゴミやバイキンが入る可能性がある危険ポイント見つけて、どうすれば防げるかをみんなで考

えるんだ。「食品事故の未然防止」がHACCPの考え方だよ。 

Ｃ 未然防止の考え方って言われても、よくわからないよ。 

Ｂ 例えばね、出かける時に天気予報をチェックするよね？雨が降りそうだったら傘を持って行こう、と

か、 

  台風が近づいてたら早く帰ろうとか。 

Ａ 危険を予測して、回避する。HACCP と似てるね。食品に置き換えると、ゴミやバイキンが入った原因

を調べて、２度と入らないようにするにはどうすればいいか、マニュアルやルールを決めて、それを

守るってことなんだ。 

Ｃ なるほどー！事故が起こらないように、未然に防げるんだね。 

Ｂ ルールが守られているかどうか、チェックすることも必要よね。 

Ａ 継続的に記録し、問題が起きた時の対処や改善方法など、あらゆる危機管理法を自分達で構築し実践

することがHACCPだよ 

Ｃ また難しくなってきた・・・ 

Ａ シンプルに言うと、衛生管理計画を作成して、それを実行する。そして記録する。 

Ｃ だから、それが良くわからないって言ってるんでしょ。 

Ｂ 例えばね、交通事故が起きたとき、ドライブレコーダーがあったら、事故の状況や原因がわかるよね。

食品の事故を防ぐため、HACCP はドライブレコーダーみたいな役割も果たしてるの。 

Ｃ なるほどー、だんだんわかってきた！ 

Ａ それにね、記録があったら、いつ、どこで、どんな事故がどんな原因で起きたかを、後でみんなに見

せられるよね？ 

Ｃ うんうん。 



Ｂ みんなが事故の情報を共有することで、食品事故が起こらないよう気をつけるようになるのよ。 

Ｃ すごい！ 同じ失敗を繰り返さなくなるんだ！ 

Ｂ そうそう。ね、HACCP があると安心でしょ。 

Ｃ うん！ 安心だね！！ 

Ａ HACCPはね、オーストラリア、カナダ、アメリカ、台湾、イギリスとEU27カ国、韓国で義務化されて

るんだ。 

Ｂ 中国、インド、タイは、輸出食品には HACCPを義務化してるのよ。 

Ｃ 日本は遅れてるってこと？？ でも今まで必要なかったんでしょ？ 

Ａ もともと日本は、世界の中でも衛生意識が高い国だったから、他の国と比べて問題が少なかったんだ

よ。 

Ｃ じゃあ日本は、HACCP いらなくない？ 

Ａ でもね、食中毒の事件は減らないし、異物混入の事故は増えてきてるんだ。 

Ｂ それにね、日本でオリンピックが開かれるでしょ、海外から選手や関係者がたくさん来るよね。 

Ａ オリンピックの選手村で提供する食事の安全性を証明するには、日本の基準ではなく、世界基準であ

るHACCPが必要なんだ。 

Ｃ そっかー、それは大事だね。 

Ｂ 日本も、他の国から世界共通のわかりやすい食品安全基準が求められてるってことなの。 

Ａ 食品を扱う日本の企業でも、取引先に厳しい安全基準を求めるところが増えてるんだ。  

Ｂ みんな安全なものを作りたいし、安全なものを売りたいと思ってるのよ。 

Ｃ 日本人にも、外国から日本に来た人にも、外国にいる人にも、日本のおいしくて安全な食べ物を安心

して食べて欲しい！HACCP が必要だってことがよくわかったよ！！  

ＡＢ良かった！ 

Ｃ ところで、HACCP導入って、なにをすればいいの？なんだか大変そう・・・。 

Ａ よし！じゃあ実際に HACCP を導入している、翠星高校 食品科学研究会の「翠星 HACCP スクールツア

ー」をのぞいてみよう！ 

 

 本原稿は、南九州大学 長田隆 准教授に監修頂いています。 

 

 


